
認知症サポーター養成講座の
取り組みについて

平成19年1月30日

第4回認知症高齢者を地域で支える東京会議
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１．三菱ＵＦＪ信託銀行について

• 平成17年10月に三菱信託銀行とＵＦＪ信託銀
行が合併し誕生

• 従業員：約９０００人
• 拠点数：国内：96（本支店77、出張所19）

海外： 7（支店5、駐在員事務所2）
（2006年4月1日現在）

• 預金、決済等通常の銀行業務に加え、遺言・
相続など相談業務を取り扱い
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２．サポーター養成講座に取り組んだ経緯
三菱ＵＦＪ信託銀行 私たちのＣＳＲ

想いを受け取り、想いをつなぐ。

「世代」と「環境」を未来につなぐ活動に取り組みます。
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３．取り組み状況

中野支店にて認知症サポーター養成講座開催
受講者数：25名

19年1月23日

順次、全店で展開予定19年2月～

五反田支店にて認知症サポーター養成講座開催
受講者数：23名程度

19年1月30日

青山研修所にて全部室店のＣＳＲ推進者説明会の一環として開催
講師：NPO地域ケア政策ネットワーク 事務局長 菅原弘子氏
受講者数：94名
この講座実施により全店にサポーターを配置

18年12月1日

本店ビルで首都圏近隣の社員を対象に第1回講座開催
講師：群馬大学医学部保険学科基礎理学療法講座

教授・医師 山口 晴保氏
受講者数：273名

18年11月22日

取り組み内容日時
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４．講座の様子
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５．受講者の反応
選択肢 割合

①大変役に立った 65%

②ある程度役にたった 33%

③どちらともいえない 1%

④あまり役に立たなかった 0%

⑤全く役に立たなかった 0%

①大変
役に
立った

③どちら
ともいえ
ない

②ある
程度役
にたった

＜主な感想＞

認知症は特別な病気ではなく当たり前のことだと認識を改めることが自然とできた

誰でもいずれは認知症を実感。相手を思いやり対応することが必要

認知症の身内の者のことが理解できた

信託銀行の社会的責任として認知症のお客さまに何かできないかと改めて思った

これからの仕事に役立てたい


